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1. はじめに 
 

1.1 はじめに 
農林水産省地球温暖化対策計画は、政府の「地球温暖化対策計画」を踏まえ、農林水産

分野の地球温暖化対策を総合的かつ計画的に推進するため、農林水産省が自主的に策定
する計画である。 

2030 年度温室効果ガス削減目標（2013 年度比 46%削減、さらに 50％の高みに向けて
挑戦）や 2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、「みどりの食料システム戦略」等
を踏まえ、農林水産分野における地球温暖化対策を最大限推進している。 
その計画の中で「温室効果ガスの排出量・削減量の可視化の推進」の取組として、農業

農村整備事業の温室効果ガス排出量の算定手法の汎用化が位置付けられている。 
当課では平成 18 年度から農業農村整備事業に係る環境負荷の低減を推進するため、農

業水利施設の整備やほ場整備に伴う温室効果ガス排出量の算定手法を検討し、資材の投
入や、機械の稼働に伴う温室効果ガスの排出量と低減対策の効果について検討を行って
きた。 
令和 5 年度からは環境保全調査において、農業集落排水施設での発生汚泥の肥料化の

取組に係る温室効果ガス排出量算定手法の検討と、田んぼダムの取組による排水流出量
の抑制に係る温室効果ガス排出量算定手法の検討を行った。 
上記の検討結果をもとに算定手法の汎用化を図るため Excel を活用し基本的なデータ

を入力することで温室効果ガス排出削減量を算定するプログラムを作成した。 
本解説書では、調査で検討した田んぼダムの取組による環境負荷低減効果として温室

効果ガス排出量を算定する方法とプログラムの考え方について解説する。 
 
巻末には検討にあたりケーススタディを行った 5 地区の温室効果ガス排出削減量を添

付する。 
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1.2 温室効果ガス排出削減量定量化の考え方 
田んぼダムの取組による流出抑制機能は取り組んでいる地域が低平地なのか、河川の上

流域なのかにより、その発現の仕方は異なります。 
また、その機能をどのように評価するのか、何に置き換えて定量的に評価するかは、代替 

施設の整備状況や降雨時の排水方法が地域によって異なるため、様々な方法が考えられま
す。 
本プログラムでは、「⼟地改良事業の費⽤対効果分析マニュアルの制定について」（平成 

19 年３⽉ 28 ⽇付け 18 農振第 1597 号農村振興局企画部⻑通知）における、「⽥んぼダ
ムの取組に係る⽔⽥貯留機能向上効果算定⼿法の解説」の考え方を前提として、田んぼダム
の取組による流出抑制機能を代替施設（排水機場）に置き換え、代替施設を建設した場合に
排出される温室効果ガスを田んぼダムの取組により削減される排出量として算定していま
す。 
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（1）田んぼダムの取組による流出抑制機能 

現況の田んぼの場合(田んぼダムなかりせば)と田んぼダムに取り組んだ場合
(田んぼダムありせば)の⽔⽥１ほ場あたりの最⼤流出量の差（ピークカット流量）
を取組面積に乗じて算定。だだし、河川の流況は考慮していない。 

 
（2）流出抑制機能相当の代替え施設（排水機場） 

上記（1）で算定したピークカット流量（m3/s）に相当する排水能力を有する
排水機場を新設することを想定。ただし、既存の排水機場の稼働時間等の削減は
考慮していない。 

 
【削減量の算定方法】 

田んぼダムの流出抑制機能による温室効果ガス排出削減量＝ 
 [代替施設の温室効果ガス排出量]－[田んぼダムの温室効果ガス排出量] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  出典：農林水産省「農業・農村の有する多面的機能」 
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2. 温室効果ガス排出量の考え方 
 

2.1 算定対象 

2.1.1 対象とするプロセス 

1) 対象とするプロセスの概要 
温室効果ガス排出に係る事業サイクル及びプロセスとしては、「施工時及び供用時(維

持管理時)」を対象とする。 
営農時及び土壌に係る CO2 吸収・排出のプロセスについては、田んぼダムの温室効

果削減量の算定対象外とする。 
以下に、田んぼダム及び代替施設による温室効果ガス排出プロセス・メカニズムを整

理した模式図を示す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

・  
 

図 田んぼダム及び代替施設による温室効果ガス排出プロセス・メカニズムの整理図 
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2) 対象とするプロセスの詳細 

 

田んぼダムにおける温室効果ガス排出のプロセス、メカニズムに基づく温室効果
ガス排出量算定対象の検討にあたり、施工時及び供用時(維持管理時)における算定
対象項目の検討を行った。 

 

[施工時の検討] 
「田んぼダムの手引き」では、田んぼダムの実施に向けた施工として、以下の 3 項

目を挙げている。(引用：「田んぼダム」の手引き P.16～P.19) 
 
①十分な高さ(30cm 程度)のある堅固な畦畔の再構築（施工機械の稼働） 

②貯留した雨水を迅速に排水できる落水口の設置(資材の作成、設置は人力) 

③想定する降雨や落水口に合った流出量抑制器具(機能一体型 or 分離型)の設置
(資材の作成、設置は人力) 

 

上記の項目を踏まえ、田んぼダムの施工に係る温室効果ガス排出量の原単位につ
いて、以下の 3 項目の検討を行うものとする。 

 

①畦畔の再構築等における使用重機類(バックホウやトラクター)の排気ガス 

②落水口の設置に伴う排出 

③流出量抑制器具の製造・設置に伴う排出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

流出量抑制器具 
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[供用時(維持管理時)の検討] 
田んぼダムの維持管理に対する影響(作業負担等)は、実証実験の結果（下図）から、

大きな影響はないと考えられるが、多面的機能支払交付金の実績確認や地元への聞
き取りを行い、定期的な畦畔の補修、点検、見回りなどに係る費用が計上されている
場合など、田んぼダムに伴い維持管理の増減が想定される場合は、維持管理に伴う
温室効果ガスを計上する方針とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 「田んぼダム」を実施しなかった水田に対する実施水田の作業時間の割合 
（実証実験結果） 

出典：田んぼダムの手引き P.36（農林水産省） 
 
 
よって、維持管理に係る温室効果ガス排出項目としては、以下の通りとする。 

 
①畦畔塗り等の補修に伴う排出 

②落水口及び排出量調整器具の見回り等に伴う排出 
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代替施設における温室効果ガス排出のプロセス、メカニズムに基づく温室効果ガ
ス排出量算定対象は以下のとおり。 

 
[施工時の対象] 
代替施設の施工に係る排出量は「令和 2年度農業農村整備事業における温室効果

ガス排出量算定の推進調査業務」（農林水産省）において、土地改良施設の施工に伴
う温室効果ガス排出量を事例地区で算定し、土地改良施設ごとの規模に応じた排出
量を算定するための推定式を作成している。 
揚排水機場については、最大排水量・揚程から排出量を算定するための推定式を

作成していることから、この結果を踏襲する。ただし、代替施設は排水機場である
ことから、揚排水機場の推定式の作成に用いた算定事例から排水機場のみを抽出し
排水機場のみの排出量の推定式を作成した。 
なお、推定式により施工に係る排出量を算定すると以下の項目について算定は可

能であるが、算定プログラムの施工時の対象は次のとおりとする。 
 
この算定結果をもとに、最大排出量当たりの温室効果ガス排出量を算定するため

の関係式を作成する。温室効果ガスの排出量算定項目として、以下の 5 工種に分け
て算定を行っている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  
出典：令和 2年度農業農村整備事業における温室効果ガス排出量算定の推進調査業務(令和 3年 2 月) 報告書 P.6 

  

⇒実績サンプルデータ不足

のため算定不可 

⇒本検討における算定対象

工種として採用 



 
 

8 

[供用時(維持管理時)の検討] 
代替施設の供用時(維持管理時)の温室効果ガス排出量の算定項目は以下のとおり。 
 

算定項目 考え方 算定方法 

運用管理 排水機場のポンプ運転に係
る管理を算定項目とする。 

ポンプ運転は最低限の稼働として評価年
中に 1 回稼働するものとして算定を行う。 

維持管理 
温室効果ガス排出量の算定

に係る年間の維持管理項目を
算定項目とする。 

計上する維持管理項目 
点検整備費、施設管理費(施設費)、整備修
繕費(補修費)、事務費 

 
 
 
 

2.2 温室効果ガス排出量の比較（低減効果）の考え方 
以下に示す算定式を用いて算定する。 
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3. 温室効果ガス排出量算定プログラム 
 

3.1 プログラムの全体構成 
算定プログラムは、大きく分けて 5 つの区分で構成している。 
なお、詳細な操作説明については「田んぼダム環境負荷低減の見える化算定プログラム

操作マニュアル P-6」を参照。 
 

シート名 内容 

操作説明 算定プログラムの使い方の簡易説明シート。 

【入力】ユーザー入力シート 
算定対象地区の各種数値データ等を入力・選

択するシート。 

【貼付】別途プログラムの算定結果 
シート 

「水田流出簡易計算プログラム」の算定結果
である[Result_流出量]シートの値を貼付する
シート。 

【出力】結果出力シート 
（概要／詳細） 

算定対象地区の温室効果ガス排出量算定結
果を 1 シートにまとめて出力できるシート。当
該地区の位置図や流出量抑制器具等の写真・図
の挿入・追加が可能。 

温室効果ガス排出量算定シート 
（年排出量／田んぼダム/機場ポン
プ） 

温室効果ガス年排出量・田んぼダムの温室効
果ガス算定・機場ポンプの温室効果ガス算定な
ど排出量算定経緯の詳細について確認が可能。 
なお、一部算定数値の修正が可能。 
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3.2 算定対象ごとの算定の概要 

3.2.1 算定の考え方 

1) 温室効果ガス排出量における算定の考え方 
前章 2.2 で示した「田んぼダムの流出抑制機能による温室効果ガス削減量」の算定の

各プロセスにおける温室効果ガスの算定式は以下のとおりである。 
各プロセス過程へのエネルギー投入量(活動量)に、エネルギー種別の CO2 排出係数

(排出原単位)を乗じ、温室効果ガスの排出量を算定する。 
 

温室効果ガスの算定式 
 
 
 
 

2) 温室効果ガス排出量における評価年の考え方 
田んぼダムの取組、代替施設に係る温室効果ガス排出量は発生する期間が異なること

から、排出量を比較するためには、活動ごとに発生する期間（評価年）で算定した排出
量を割り戻し、1 年間当たりの排出量とすることが必要である。（例えば、排水機場の施
工に係る排出量は耐用年数の 20 年に 1回、発生する。） 
評価年の考え方については、「土地改良事業の費用対効果分析」に基づき設定する。各

活動項目の考え方は以下の表に制止する。 
なお、評価年については土地改良事業の費用対効果分析の考え方と常に整合を図る必

要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

排出量
CO2（エネルギー起源）、CH4、N2O 原単位活動量＝ ×
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上記に基づき、「田んぼダムの効果算定手法」では、代替施設の排水機場の耐用年数で
ある 20 年を評価年として田んぼダムの年効果額の算定を行っている。 
そこで、本算定プログラムにおける温室効果ガス年削減量の算定においても、前提条

件として採用している「田んぼダムの効果算定手法」の考え方を踏襲することとし、温
室効果ガス年排出量の算定に係る評価年を 20 年とする。 
以下に、各プロセスにおける算定の考え方を示す。 

 
 
算定項目 考え方 算定方法 対象 

施工 
評価年中に 1 回として年排

出量算定の際は、評価年であ
る 20 年で割り戻す。 

施工時温室効果ガス排出量 
合計 / 評価年(20 年) 

田んぼダム 
代替施設 

維持管理 
評価年中に毎年管理を行う

として年排出量算定の際は、
割り戻しを行わない。 

維持管理時温室効果ガス 
排出量合計 

田んぼダム 
代替施設 

排水機場
の 

運転管理 

評価年中に最低限 1 回は稼
働するとして年排出量算定の
際は、評価年である 20年で割
り戻す。 

運転管理時温室効果ガス 
排出量合計 / 評価年(20年) 代替施設 

 
 
なお、「田んぼダムの効果算定手法」の算定手法が更新されるなど評価年として採用す

る耐用年数の考え方が変更となった場合には、本プログラムにおいても同様に変更が必
要となることに留意する必要がある。 
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3.2.2 温室効果ガス排出量原単位の設定の考え方 

1) 基本とする原単位表 
温室効果ガス排出量の原単位については、以下に示す資料及び既存算定プログラム等

を基本として算定を行うものとする。 
 

 

2) 原単位の考え方 
原単位の設定は、原則として、基準として採用する既存文献等に記載されている考え

方を採用する。 
一方で、算定プロセスの項目に対し、既存の考え方が適用できない場合や引用に適し

た数値等が見つからない場合は、その都度関連する知見等の情報をふまえ、新たに設定
するなどの対応を行った。 
なお、原単位等の数値は最新のものに適宜更新を行う必要がある。 

 
  

温室効果ガス排出量の原単位として基準となる資料 
【排出原単位に係る資料】 
・産業連関表による環境負荷原単位データブック（3EID）2015 年 
・温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧表 

(R4 年度) 
・国内における地球温暖化対策のための排出削減・吸収量認証制度(Jクレジット)モ
ニタリング・算定規定(排出削減プロジェクト用) Ver.3.22 (2023 年 12月 19日) 

 
【温室効果ガス排出量算定に係る資料】 
・「令和 2 年度農業農村整備事業における温室効果ガス排出量算定の推進調査業務」
（農林水産省鳥獣対策・農村環境課） 
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3.3 各プロセスの算定手法及び原単位の設定 

3.3.1 温室効果ガスの削減量算定手法 

1) 算定方法の場合分け 
算定プログラムでは、田んぼダムの環境負荷低減効果として算定を行う「田んぼダム

の流出抑制機能による温室効果ガス削減量」において、ユーザーの利便性を向上させる
ため算定方法の場合分けを行っている。 
以下に、場合分けを行った算定方法及びその概要を示す。 

 
・簡易算定・・・田んぼダムの維持管理項目や代替施設(排水機場)の項目が不

明な場合に選択を行う算定方法である。 
温室効果ガス排出削減量のおおよその値を知りたいユーザー
向けの算定方法であり、資料の入手や数値の設定が難しいと
考えられる項目について、デフォルト値として設定した数値
で算定を行う。 
算定プログラムを使用する際には、入力項目が少なく、資料
の入手や数値設定が比較的簡単なこの算定方法で算定を行
うことを推奨する。 

 
・詳細算定・・・各プロセスの算定に必要な資料が概ね把握(設定) ができる場

合として、簡易算定より地区実態に合わせた算定が行える算
定方法である。 
なお、資料の入手が難しい場合や数値設定等が不明である場
合などでも算定が可能となるようにデフォルト値の設定を行
っている。 

 
「簡易算定」の算定方法を選択した場合、おおよその削減量の目安を判断することや

算定プログラムの使用を試すには最適であるが、多数のデフォルト値を用いた算定を行
うため、地区実態と合わない結果が算出される場合があることに留意が必要である。 
そのため、最終的な温室効果ガス排出削減量を把握するためには「詳細算定」を選択

することが望ましい。 
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2) ユーザー入力項目等の整理 
各プロセスにおける温室効果ガス排出量を求めるにあたり、算定プログラム利用者が

入力・選択を行う項目について以下の通りの場合分けを行った。 
 
・必須項目・・・・・「簡易算定」及び「詳細算定」両方の算定方法で必ず入力

を行う必要のある項目であり、入力ができない場合は本
プログラムの算定が行えない。 
なお、資料の入手が不可能な場合や数値設定が困難な場
合には、算定プログラムに記入済みである初期入力値を
参考として算定することが可能である。 
 

・精緻算定項目・・・詳細算定を選択した場合で入力を行う必要のある項目で
あり、入力ができない場合はデフォルト値による算定を
行う項目である。 
本項目については、できる限り地区実態に合わせた数値
の入力を行うことで、結果の精緻化が図れる。 

 
以下に、ユーザー入力項目を整理した表を示す。 
 

入力・選択項目 入力・選択内容の概要 必須等の 
整理 

取組全体面積 対象地区の田んぼダムを計画している面積を入力する。 必須 

区画(一筆) 
当たりの諸条件 

対象地区の田んぼダムを計画している区画(1 筆)当たり
の長辺長や短辺長などの諸条件を入力する。 必須 

落水口(桝) 
の諸条件 

対象地区の田んぼダムを計画している区画(1 筆)当たり
に導入する(予定)の落水口(桝)の諸条件を入力する。 必須 

流出量抑制器具
の諸条件 

対象地区の田んぼダムを計画している区画(1 筆)当たり
に導入する(予定)の流出量抑制器具の諸条件を入力する。 必須 

取組を行う際の 
維持管理内容 

対象地区の田んぼダムの取組において通常の営農活動と
の相違点がある場合にその内容を入力する。 精緻項目 

代替施設(排水
機場)の諸条件 

代替施設である排水機場の諸条件について、近傍にある
代表的な排水機場諸元を基に入力する。 精緻項目 

ピークカット流
量算定結果等 

別途必要となる「水田流出簡易計算プログラム」を用い
て、田んぼダムの取組を行った場合の区画(1 筆)当たりピ
ークカット流量を算定した結果を入力する。 

必須 

 
なお、上表の取組全体面積～流出量抑制器具の諸条件までの設定数値については、

別途必要となる「水田流出簡易計算プログラム」の入力数値と整合をとる必要があ
るため、設定の際には留意する。  
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3.3.2 田んぼダムの取組における算定手法及び原単位の設定 
田んぼダムの取組に係る温室効果ガス排出量を算定する項目について、算定方法、算定

に用いた数値の根拠、田んぼダムの取組あたりの温室効果ガス排出量である原単位の設
定方法について以下に示す。 

 

1) 田んぼダムの取組における施工時排出量の考え方 

 

算定プログラムでは田んぼダムの取組に伴い畦畔の嵩上げ、畔塗などの畦畔の施
工に係る温室効果ガスを算定する。 
活動あたりの温室効果ガス排出量の設定方法を以下に示す。 
 
 算定の条件 
本算定項目は、田んぼダムの取組を実施する際に、新たに畦畔を設置する場合や、

現況の畦畔を嵩上げ、畔塗する等の畦畔整形を行う場合に使用した機械の燃料消費
量について温室効果ガスを算定する。現況の畦畔を既設利用する場合には算定しな
い。また、人力のみで行う場合も算定しない。 

 
 算定方法 
畦畔の施工における排出量の算定にあたり、単位面積あたりの施工に伴う作業機

械の燃料消費量を求め、単位面積当たりの温室効果ガス排出原単位を設定する。 
 
畦畔の施工における排出量＝施工面積×単位面積当たり排出原単位 
単位面積当たり排出原単位＝[単位面積当たり作業機械運転時間]×[機関出力]×

[燃料消費率]×[燃料の排出原単位] 
 
ア） 施工面積 
施工面積は算定対象地区の田んぼダム取組面積とする。 

 
イ）作業項目の整理 
「土地改良工事積算基準(土木工事) ほ場整備工」（農林水産省令和 6年度作成）

に基づき作業工程として「畦畔築立」及び「畦畔塗整形」を設定した。 
 

ウ）機械の種類、機関出力及び燃料消費率 
「農林水産省土地改良工事積算基準(土木工事)ほ場整備工」（農林水産省令和 6

年度作成）及び「土地改良工事積算基準(機械経費)」（農林水産省令和 6 年度作
成）に基づき以下の通り設定した。 
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表 作業項目毎における機械種類等整理表 

作業工程 機械の種類 規格 燃料 燃料消費率
（ℓ/kw-h） 

畦畔築立 ブルドーザー 139kw 軽油 0.153 

畦畔築立 
畦畔塗整形 バックホウ 60kw 軽油 0.153 

畦畔塗整形 トラクター 15kw 軽油 0.120 

 
エ）燃料の排出原単位 
燃料として用いる軽油及びガソリンの排出原単位は、「地球温暖化対策の推進

に関する法律施行令」（平成 11 年政令第 143 号）（以下「温対法施行令」という。）
における軽油及びガソリンの CO2、CH4、N2O 排出原単位を設定した。なお、
算定結果を CO2 換算するため、CH4、N2O の地球温暖化係数も同様に設定し
た。 

 

表 軽油及びガソリンの排出原単位におけるガス種別内訳整理表 

 

 

 

 

 

 
参考：農業農村整備事業における温室効果ガス排出量算定プログラム(令和 2 年 2 月)Ｐ16 

 
 

 

算定プログラムでは田んぼダムの取組に伴い落水口を新たに設置する場合、その
施工に係る温室効果ガスを算定している。 
算定の考え方と原単位について以下に示す。 
また、デフォルト値である 1基あたりの施工費についても説明する。 
 

a)  算定の条件 
本算定項目は、田んぼダムの取組を実施する際に、新たに落水口を設置する場合、

について落水口の作成（製造）に係る温室効果ガスを算定する。現況の畦畔を既設
利用する場合には算定しない。また、落水口は人力で設置することを想定し設置作
業に係る排出量は算定しない。 

 

燃料 ガス種 原単位 
地球温暖
化係数 

排出原単位 

(kgCO2/L) 

軽油 

二酸化炭素 2.58 kgCO2/L 1 

2.60 メタン 0.000059 kgCH4/L 25 

一酸化窒素 0.000055 kgN2O/L 298 
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b） 算定方法 
落水口施工における排出量＝落水口設置数×1基あたりの単価×排出原単位 
 
ア）1 基あたり単価 
算定対象地区で設置した排水口の単価。 
 
ⅰ）デフォルト値の設定 
参考値として算定プログラム中に設定したデフォルト値は、事例地区の実態に

基づきメーカーへ聞き取りを行い設定した。 
以下に、設定した 1 基あたりの単価デフォルト値を示す。 

 
 
 
 
 
 

※上表の器具形式については、流出量抑制器具の形式を示しており、後述する(3)
流出量抑制器具の作成における温室効果ガス排出量の算定の項目を参照。また、
コーン方式のデフォルト値については、流出量抑制器具の作成費を含んだ費用で
あることに留意が必要である。 

 
イ）落水口(桝)の作成に伴う排出原単位 

 

ⅰ）算定方法 
落水口(桝)の作成に伴う排出原単位の設定は、産業連関表による環境負荷原単

位データブック（3EID）2015 年」のセメント製品における排出原単位(表 3-4)に
より算定を行う。 

 
表  落水口（桝）の排出原単位 

項目 適用した排出原単位 

落水口（桝） 5.135 tCO2/百万円 
 
 

  

立板方式 コーン方式

設定したデフォルト値(円/基)

器具形式 機能一体型 機能分離型

12,500                  

落水口(桝)

施工費 5,000                    14,000                  
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算定プログラムでは田んぼダムの取組に伴い流出量抑制器具を設置する場合、そ
の設置に係る温室効果ガスを算定している。 
算定の考え方と原単位について以下に示す。 
また、デフォルト値である 1基あたりの施工費についても説明する。 
 
 算定の条件 
本算定項目は、田んぼダムの取組で設置する流出量抑制器具の作成（製造）に伴

い発生する温室効果ガス排出量の算定を行う。 
流出量抑制器具の設置は人力で行うことを想定していることから、設置作業に伴

う排出量は算定しない。 
 
 算定方法 
流出量抑制器具の作成における排出量＝[1枚当たり作成費用（単価）]×[作成に

伴う排出原単位] 
 
ア）1 枚あたりの作成費用（単価） 
事例地区聞き取りにより器具の主な材質はプラスチック製と木製を想定して

いる。算定対象地区で設置している流出量抑制器具の作成費用または、購入単価
とする。 

 
ⅰ）作成費用（単価）のデフォルト値の設定[1枚あたり単価] 
事例地区の実態から単価についてメーカー聞き取りを行い設定した。主要な材

質として「木製」または「プラスチック製」の製品があることから、5種類にお
ける材質別の 1 枚当たり単価を検討した。 
以下に、1 枚あたり単価のデフォルト値として設定を行った一覧表を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

木製 プラスチック製
四角セキ方式 450                       2,500                    
三角セキ方式 3,000                    5,000                    
門型セキ方式 450                       2,500                    
立板方式 6,200                    11,170                  
コーン方式 － －

1枚当たり単価のデフォルト値(円/枚)流出量
抑制器具
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イ） 作成に伴う排出原単位 
「産業連関表による環境負荷原単位データブック（3EID）2015 年」に基づ
き流出量抑制器具の材質ごとに排出原単位を設定した。 
 

表  流出量抑制器具の材質ごとの排出原単位 
項目 適用した排出原単位 

木製 1.696 tCO2/百万円 

プラスチック製 2.529 tCO2/百万円 
 

表 その他の木製品百万当たりの原単位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
表 プラスチック製品百万当たりの原単位 
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算定プログラムでは田んぼダムの取組に伴い畦畔の畔塗等の維持管理を行う場合、
維持管理に係る温室効果ガスを算定している。人力で行う場合は算定しない。 
算定の考え方と原単位について以下に示す。 
 
a) 算定の条件 
田んぼダムの取組に伴い通常の営農作業とは別に畦畔の畔塗等の維持管理を行

っている場合、トラクター等の作業機械の稼働により消費される燃料を対象に排
出量を算定する。人力で畔塗等の補修作業を行う場合は算定しない。 
 

b) 算定方法 
畦畔の維持管理における排出量の算定にあたり、単位面積当たりの施工に伴う

作業機械の燃料消費量を求め、単位面積当たりの温室効果ガス排出原単位を設定
する。また、使用する作業機械はトラクター（畔塗）とバックホウを設定する。 

 
畦畔の施工における排出量＝補修面積×作業機械別の単位面積当たり排出原単位 

 
トラクターの単位面積当たり排出原単位＝[補修面積当たり運転時間]×[機関出
力]×[燃料消費率]×[燃料の排出原単位]×[年維持回数]＝[CO2排出量] 

 
バックホウの単位面積当たり排出原単位＝[補修面積当たり作業機械運転時間]×
[機関出力]×[燃料消費率]×[燃料の排出原単位] 

 
 
ア） 補修面積 
補修面積は算定対象地区の田んぼダム取組面積とする。 

 
イ）作業項目の整理 

「土地改良工事積算基準(土木工事)ほ場整備工」（農林水産省令和 6 年度作
成）に基づき作業工程として「畦畔塗整形」を設定した。 
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ウ）機械の種類、機関出力及び燃料消費率 
「農林水産省土地改良工事積算基準(土木工事)ほ場整備工」（農林水産省令

和 6 年度作成）及び「土地改良工事積算基準(機械経費)」 （農林水産省令和
6 年度作成）に基づき以下の通り設定した。 

 
表 作業項目毎における機械種類等整理表 

機械の種類 規格 燃料 燃料消費率（ℓ/kw-h） 

バックホウ 60kw 軽油 0.153 

トラクター 15kw 軽油 0.120 

 
 

エ）燃料の排出原単位 
燃料として用いる軽油及びガソリンの排出原単位は、「地球温暖化対策の推

進に関する法律施行令」（平成 11年政令第 143 号）（以下「温対法施行令」と
いう。）における軽油及びガソリンの CO2、CH4、N2O 排出原単位を設定し
た。なお、算定結果を CO2 換算するため、CH4、N2O の地球温暖化係数も
同様に設定した。 

 

表 軽油及びガソリンの排出原単位におけるガス種別内訳整理表 

 

 

 

 

 
 

参考：農業農村整備事業における温室効果ガス排出量算定プログラム(令和 2 年 2 月)Ｐ16 

 
 
 
 
 
 

  

燃料 ガス種 原単位 
地球温暖
化係数 

排出原単位 

(kgCO2/L) 

軽油 

二酸化炭素 2.58 kgCO2/L 1 

2.60 メタン 0.000059 kgCH4/L 25 

一酸化窒素 0.000055 kgN2O/L 298 
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算定プログラムでは田んぼダムの取組に伴い通常の営農作業とは別に、排水口や
流出量抑制器具の維持管理を行う場合、その維持管理に係る温室効果ガスを算定し
ている。 
算定の考え方と原単位及びデフォルト値である 1 基あたりの施工費について以下

に示す。 
 
 算定の条件 
田んぼダムの取組に伴い、通常の営農作業とは別に、見回り、点検、水管理作業

を行う場合、移動に使用する軽トラック等の燃料消費量を対象に温室効果ガスを算
定する。徒歩や人力での移動は算定しない。 

 
 算定方法 
維持管理作業の移動には軽トラックを設定する。 

 
排水口等の維持管理における排出量＝ 
[走行距離]×[燃費(軽トラック)]×[燃料の排出原単位]×[年維持回数] 
 
走行距離＝見回り回数×1ha あたり 1 回の見回りに係る走行距離×取組面積+ 
水管理回数×１ha当たり 1 回の水管理に係る走行距離×取組面積 
 
ア) 見回り回数 
算定対象地区で田んぼダムの取組に伴い通常の営農作業とは別に行っている

年間の見回り回数とする。なお、見回りとは排水口等の点検作業とする。 
 
イ) １ha当たり 1回の見回りに係る走行距離 
軽トラック等を使用して田んぼダムの見回り作業を行う場合の 1 回あたりの

走行距離を、見回った田んぼダムの面積で除した数値とする。 
 
ⅰ）見回りに係る走行距離のデフォルト値（既存値）の設定 
事例地区での聞き取りをもとに設定した。 
 

項 目 見回りに係るデフォルト値 
田んぼダムの維
持管理 1.67km/ha 
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ウ) 水管理回数 
算定対象地区で田んぼダムの取組に伴い通常の営農作業とは別に行っている

年間の水管理作業の回数とする。なお、水管理とは流出量抑制器具等の水位調整
作業とする。 

 
エ) １ha当たり 1回の水管理に係る走行距離 
軽トラック等を使用した田んぼダムの見回り作業を行う場合の 1 回あたりの

走行距離を、水管理した田んぼダムの面積で除した数値とする。 
 
ⅰ）水管理に係る走行距離のデフォルト値（既存値）の設定 
事例地区での聞き取りをもとに設定した。 
 

項 目 見回りに係るデフォルト値 
田んぼダムの維
持管理 1.00km/ha 

 
 
オ) 取組面積 
算定対象地区の田んぼダムの取組面積とする。 

 
カ) [燃費(軽トラック)] 
メーカーカタログ等の資料を基に、軽トラックの停止・発進の頻度を考慮して以

下の通りとする。 
 

項 目 燃料消費量 

軽トラック 10km/L 
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キ）[燃料の排出原単位] 
燃料として用いる軽油及びガソリンの排出原単位は、「地球温暖化対策の推

進に関する法律施行令」（平成 11年政令第 143 号）（以下「温対法施行令」と
いう。）における軽油及びガソリンの CO2、CH4、N2O 排出原単位を設定し
た。なお、算定結果を CO2 換算するため、CH4、N2O の地球温暖化係数も
同様に設定した。 

 

表 軽油及びガソリンの排出原単位におけるガス種別内訳整理表 

 

 

 

 

 
参考：農業農村整備事業における温室効果ガス排出量算定プログラム(令和 2 年 2 月)Ｐ16 

 
 
ク）維持管理のデフォルト値の設定 
前項までの見回りや水管理において、地区によっては設定が困難となるケース

がある。 
そこで、簡易算定が行えるように維持管理のデフォルト値を設定する。 
維持管理のデフォルト値は事例地区での算定結果の平均値をとるものとした。 

 
事例地区 活動量 温室効果ガス排出量 

山形県 
見回り等回数 
⇒合計：4 回/年 

走行距離等 
⇒軽トラック：1.33km/ha 

0.0012 tCO2/ha 

新潟県 
見回り等回数 
⇒合計：7 回/年 

走行距離等 
⇒軽トラック：3.0km/ha 

0.0049 tCO2/ha 

平均値 0.0031 tCO2/ha 

 
  

燃料 ガス種 原単位 
地球温暖
化係数 

排出原単位 
(kgCO2/L) 

ガソリン 

二酸化炭素 2.32 kgCO2/L 1 

2.40 メタン 0.000059 kgCH4/L 25 

一酸化窒素 0.000055 kgN2O/L 298 
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3.3.3 代替施設(排水機場) 

1) 代替施設の温室効果ガス排出量の算定に係る排出原単位の設定 

 

田んぼダムの取組による温室効果ガス排出削減量を算定するため、田んぼダムの
取組によるピークカット流量機能相当の最大排出量を有する代替排水機場を新設し
た場合の施工に係る温室効果ガス算定の考え方について以下に示す。 

 
 排出量推定式の作成 
「令和 2 年度農業農村整備事業における温室効果ガス排出量算定の推進調査業

務」（農林水産省鳥獣対策・農村環境課）では、土地改良施設の施工に係る温室効果
ガス排出量を算定している。 
この中から排水機場の算定結果を引用し、最大排水量・揚程と温室効果ガス排出

量の推定式を作成した。 
 

表 排水機場の規模とCO2排出量との関係 
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ア) 最大排水量 
田んぼダムの取組によるピークカット流量を代替排水機場の最大排水量とす

る。 
 
ⅰ）田んぼダムの取組によるピークカット流量 
田んぼダムの取組を行った場合と行わない場合の水田 1 区画からの最大流出

量の差を求め、算定対象地区の田んぼダムの取組面積を乗じて算定した値とする。 
なお、1区画当たりのピークカット流量は「水田流出簡易計算プログラム」（農

林水産省）を用いて算定できる。 
 

[ピークカット流量の算定方法の考え方] 
「Input」シートを作成し、マクロで組み込まれている「クリックして計算」を

押すと「Graph」シートに計算結果として以下のようなグラフが出力される。 
その出力結果をもとに、「田んぼダムの取組を行っていない場合」と「田んぼダ

ムの取組を行った場合」の 2つのパターンのピーク流量を比較し、その差を田ん
ぼ 1区画(1筆)当たりのピークカット流量とする。 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

（計算例） 
   ピークカット流量が 5.0m3/s、揚程 3.0mの場合の CO2排出量 
  
          ①土木：105.58×15.0－342.16=1,241.54 tCO2 
          ②建設：7.2246×15.0+556.38=664.75 tCO2 
          ③排水機：169.06×5.0－35.00=810.30 tCO2 
                ①～③の合計：2,716.59 tCO2 

ピークカット流量 
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イ) 揚程 
算定対象地区の近傍にある排水機場の揚程とする。 
 

ⅰ）揚程のデフォルト値（既存値） 
代替施設の施工に係る温室効果ガス排出量の算定の際に、対象地区近傍にお

ける排水機場の資料の入手が困難である場合などを想定し、代替施設（排水機
場）の揚程について事例地区の聞き取り結果を基にデフォルト値の設定を行う
こととした。 
代替施設の諸元として設定を行う各事例地区における近傍排水機場の諸元は

以下の通りであった。 
 

表 各事例地区における近傍排水機場の諸元の整理表 
事例地区名 近傍排水機場の揚程 
北海道 － 

山形県 1.90 m 

新潟県 2.21 m 

兵庫県 2.20 m 

佐賀県 2.30 m 

平均 2.15 m 
 

上表より、デフォルト値として採用する初期入力値として以下の通りとする。 
 
 

表   代替施設の初期入力値 
項目 採用した初期入力値 

揚程 2.15 m 
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算定プログラムでは田んぼダムの取組による流出抑制機能効果を代替排水施設に
置き換え、建設、維持管理に係る温室効果ガスを算定している。 
代替排水施設の維持管理について算定の考え方と原単位について以下に示す。 
 
a） 算定の条件 
本算定項目は、代替排水施設を排水機場とし排水機場の保守点検、補充等の維持

管理に伴い発生する温室効果ガス排出量の算定を行う。 
 

ｂ）算定方法 
      維持管理における温室効果ガス排出量＝代替排水機場の年間維持管理費 

×排出原単位 
 

ア） 代替排水機場の年間維持管理費 
算定対象地区の近傍にある排水機場の年間の維持管理費用とする。 
維持管理費とは排水機場の建屋、電気設備、ポンプの保守・点検、補修及び通

信等の事務（人件費は除く）に係る経費をいう。 
 

ⅰ）デフォルト値（既存値）の設定 
事例地区の実績を基にデフォルト値の設定を行うこととした。 
代替施設の諸元として設定を行う各事例地区における近傍排水機場の諸元は

以下の通りであった。 
 

表 各事例地区における近傍排水機場の諸元の整理表 

事例地区名 年間維持管理実績 
(1 ヶ所あたり) 

北海道 229 千円 

山形県 362 千円 

新潟県 362 千円 

兵庫県 2,108 千円 

佐賀県 － 

平均 765 千円 
 

上表より、デフォルト値として採用する初期入力値は以下の通りとする。 
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表   代替施設の初期入力値 

項目 採用した初期入力値 

年間維持管理費 765 千円/ヶ所 

 
 

イ) 排出原単位 
「産業連関表による環境負荷原単位データブック（3EID）2015 年」に基づき
代替施設の維持管理における排出原単位を設定する。 
なお、「産業連関表による環境負荷原単位データブック（3EID）2015 年」の対
応する項目は、建設補修とする。 

 
表  流出量抑制器具の材質ごとの排出原単位 
項目 適用した排出原単位 

建設補修 1.920 tCO2/百万円 

 
 

表 建設補修の原単位 
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算定プログラムでは田んぼダムの取組による流出抑制機能効果を代替排水施設に
置き換え、建設、維持管理に係る温室効果ガスを算定している。 
代替排水施設の運転管理について算定の考え方と原単位について以下に示す。 
 
 算定の条件 
本算定項目は、代替排水施設を排水機場とし、排水機場のポンプの運転に伴い消

費される燃料、電気使用量を対象に温室効果ガス排出量の算定を行う。 
 

 算定方法 
代替排水機場のポンプの動力はﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝまたは、電動機とする。 
運転管理における温室効果ガス排出量＝ 

代替排水機場の燃料(または電気)使用量× 
単位発熱量(ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合)×排出係数 

 
代替排水機場（ディーゼルエンジン）の燃料消費量＝ 

    主原動機の出力×ポンプの稼働時間×燃料消費量／A 重油の単位質量 
 

代替排水機場（電動機）の電気使用量＝ポンプの稼働時間 
 
ア） 主原動機の出力 

ⅰ）主原動機の出力算定式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 設計「ポンプ場」 
平成１８年３月 P254 
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各算定項目について、本算定プログラムにおいては「土地改良事業計画
設計基準及び運用・解説 設計「ポンプ場」平成１８年３月」を基に、次
の通りとする。 

 
 全揚程 

代替施設の揚程+損失水頭とする。 
 損失水頭 

損失水頭は以下の通り想定する。 
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合：低揚程・縦軸・標準型(Ⅰ型) 
電動機の場合：低揚程・横軸・標準型（I 型） 

 
 主ポンプの効率 

主ポンプの効率ηpは以下の通り想定する。 
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合：中小排水流量の内熱燃料で最も採用さ

れるタイプである低揚程・立軸射流・
標準型（I 型） 

電動機の場合：中小排水流量の電動機として最も採用される
タイプである低揚程・横軸射流・標準型（I 型） 

 
 減速機伝達効率 

減速機伝達効率ηgは以下の通り想定する。 
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合：最も標準的なタイプである直行軸歯車

減速機 
電動機の場合：最も一般的なタイプである平行軸歯車減速機 

 
 余裕係数 

余裕係数 Rは以下の通り想定する。 
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合：内燃機関の場合 15％として設定 
電動機の場合：横軸の場合 10％ 

 
ⅱ）ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ及び電動機の算定係数の整理 

 

算定項目 単位 
算定係数 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 電動機 
損失水頭 m 0.5 0.6 

主ポンプの効率 － 0.85 0.86 
減速機伝達効率 － 0.96 0.96 

余裕係数 ％ 15 10 
  



 

32 

イ） 燃料消費量及び単位発熱量 
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合の燃料消費量及び単位発熱量については、土地改良事

業計画設計基準及び運用・解説 設計「ポンプ場」平成１８年３月を基に以下
の通りとする。 

 
算定項目 単位 計算係数 
燃料消費率 kg/kWh 0.27 

A 重油の単位質量 kg/L 0.85 
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ウ) 単位発熱量 
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合の燃料消費量及び単位発熱量については、資源エネル

ギー庁「総合エネルギー統計(エネルギーバランス表)」を基に以下の通りとす
る。 

 
算定項目 単位 電動機 
単位発熱量 GJ/kL 38.90 
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エ) 排出係数 
 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの場合の排出係数は、「国内における地球温暖化対策のた
めの排出削減・吸収量認証制度(J-クレジット)モニタリング・算定規定
(排出削減プロジェクト用) Ver.3.22 (2023年 12月 19 日)」を基に以下
の通りとする。 

 
算定項目 排出係数 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 0.0708 t-CO2/GJ 
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 電動機の場合 
電動機の場合の排出係数は、「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制
度の電気事業者別排出係数における全国平均係数（R4年度）」を基に以
下の通りとする。 

 
算定項目 排出係数 
電動機 0.438 kg-CO2/kWh 
 

 
 
 
 
 
 
 

オ) ポンプの稼働時間 
代替排水機場のポンプの稼働時間は、流出量抑制器具を水田に設置することで

設置しない水田と比較して遅くなる最大流出量の時間差とする。 
なお、最大流出量の時間差は「水田流出簡易計算プログラム」（農林水産省）を

用いて算定することが可能である。 
 

[ポンプ運転時間の設定方法の考え方] 
前項で利用したグラフを基に、代替施設(排水機場)のポンプ運転時間の計算を

行う。計算方法については、以下の通り「田んぼダムの取組を行った場合」のピ
ーク流量より「田んぼダムの取組を行っていない場合」のピーク流量が多かった
時間をポンプ運転時間とする。 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ポンプ運転時間(約 20時間) 
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3.3.4水田流出簡易計算プログラムについて 
田んぼダムの取組による流出量調整器具を水田に設置した場合と、設置しない場合の

最大流出量の差（ピークカット流量）及びその最大流出量発生時刻の差（最大流出量の
時間差）の算定は、各ユーザーが算定対象地区の実情に応じて別途算定する必要がある。 
農林水産省では田んぼダムの取組によるピークカット流量や最大流出量の時間差を

簡易に計算するためのプログラムをホームページ上で公表している。 
本解説書及び算定プログラムを用いて田んぼダムの取組による温室効果ガス排出削

減量を算定する場合も、「水田流出簡易計算プログラム」を利用することを想定してい
る。「水田流出簡易計算プログラム」及び操作方法は下記よりダウンロード下さい。 

 
 

① 「水田流出簡易計算プログラム」ダウンロード URL 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/other/ryuuiki_tis

ui-3.xlsm 

 

② 「水田流出簡易計算プログラム操作マニュアル」ダウンロード URL 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/pdf/ryuuiki_tisu

i-33.pdf 

 
 
 

  

https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/other/ryuuiki_tisui-3.xlsm
https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/other/ryuuiki_tisui-3.xlsm
https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/pdf/ryuuiki_tisui-33.pdf
https://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/kurasi_agwater/attach/pdf/ryuuiki_tisui-33.pdf
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4. 参考・引用資料 

【引用文献】 ページ数 

「田んぼダム」の手引き 令和 4年 4 月 
P.7、P.16
～19 

田んぼダムに係る効果算定手法の検討・提案 
令和 4 年度土地改良事業の経済効果検討調査業務 第 2回土地改良経済効
果研究会 2023 年 2 月 

P.14 

産業連関表による環境負荷原単位データブック 3EID（国立環境研究
所,2015） 

ー 

国内における地球温暖化対策のための排出削減・吸収量認証制度(J-クレ
ジット)モニタリング・算定規定(排出削減プロジェクト用) Ver.3.22 
(2023 年 12 月 19日) 

ー 

温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度の電気事業者別排出係数にお
ける全国平均係数（R4 年度） 

ー 

 

【参考文献】 ページ数 
農林水産省土地改良工事積算基準(土木工事)ほ場整備工」（農林水産省令
和 6年度作成） 

ー 

「土地改良工事積算基準(機械経費)」 （農林水産省令和 6年度作成） ー 

土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 設計「ポンプ場」平成１８年
３月 

ー 

農業農村整備事業における温室効果ガス排出量算定プログラム 
(令和 2年 2月) 

P.16 

令和 2 年度農業農村整備事業における温室効果ガス排出量算定の推進調
査業務(令和 3 年 2 月) 報告書 

P.6、P51 

 

 

 

 

 



 

お問い合わせ先 

 

農林水産省 農村振興局 農村政策部  
鳥獣対策・農村環境課 脱炭素化推進班 
 
〒100-8950 東京都千代田区霞が関 1-2-1 
TEL：03－3502－6091 
代表：03－3502－8111 
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